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たいへん遅くなりましたが、昨年 11 月 17 日、

都内で開催した警察ネットシンポジウムの内容

についてお知らせします。 
第１部が愛媛県警の現職警察官の報告、第２

部が立川署ストーカー殺人事件を素材にしたパ

ネルディスカッションです。 
 
－第 1 部－ 

 
国賠訴訟全面勝訴判決の報告 

松山地裁発  ９．１１の劇的勝訴判決 
 

 愛媛県警警察官 仙波 敏郎 
 
当たり前の勝利 

今日はお忙しいところありがとうございます。 
私がただ一人現職で裏金を告発した、愛媛県

警の現職の仙波です。 
まずお礼を申し上げます。日本では、９．１

１は正義が通った日です。アメリカではテロで

す。そういう意味で、本当に偶然ですが、９月

１１日には完全勝訴という形で勝ちをもらいま

した。でも、これは何も自慢することでもなん

でもない、当たり前のことなんです。 
私の言ってることが万に一つ嘘があれば、当

然クビにすればいい問題です。ここにもたくさ

んＯＢの方が来ておられますが、みなさん警察

の裏金という問題は、全員体験してます。日本

全国で警官の不祥事がたくさん出ています。こ

れを実は３４年前に私は予想しました。 
 
当時愛媛県警では、最年少で

巡査部長試験にクリアしました。

そして、私はそのときに初めて

ニセ領収書の作成を上司から指

示されました。北海道警の原田

さんは私より一回り先輩です。私が警官になっ

た昭和４２年以前から、原田さんは裏金のこと

を体験してきました。そして、警視庁で巡査部

長をされた黒木さんも体験していると思います。 

 
また大内さんもそうであります。私が昭和４８

年に裏金を書けと命令されたときに、私は「こ

んなことをしていたら、日本の警察は大変にな

りますよ」と上司に言いました。当時犯罪検挙

率６０％、世界一でした。 
その後も、再三再四上司から書けといわれま

したが、すべて断ってきました。他方、犯罪検

挙率は、数年前は１９％まで下がりました。そ

して、現在は数字のマジックです。つまり、犯

罪の検挙数が現在減っているのに、犯罪の発生

件数を少なく操作することで犯罪検挙率を上げ、

３０％を超えたことにしています。こういうこ

とを正式に発表しています。非常に残念な状態

が続いています。 
 
トップが腐った今の警察では、末端の警官わ

れわれ全員が腐っておってもおかしくないんで

す。でも、いろんなことから告発をして、全国

の皆さんから激励をうけました。８２名の弁護

士の先生が弁護団に入っていただいて、すべて

手弁当で裁判を闘ってくれました。人事委員会

は、正直難しいと先生に言われました。ところ

が、これも私の言い分を正しく評価をしていた

だいて、勝ちました。国家賠償でも愛媛県で１

３名の弁護団の先生方が弁護を引き受けてくだ

さいましたが、ほとんどの方が、「すいません、

負けるかもしれないよ」ということでした。た

だ一人、私をずっと支えてくれている支える会

の代表をしている東玲治君という男だけは、い

や勝つだろうと、判決前に言ってくれました。

ふたを開けてみると、完全じゃないんですけど

も、ほぼ完全な勝訴をもらいました。 
 
人間って、うれしかったり悲しかったりする

と涙が出ますが、判決の瞬間、裁判長が判決「被

告は原告に対し金１００万円支払え」と、この

一文を読んだだけで、私の目か

ら一筋だけ涙がすっと流れまし

た。で、終わった後、傍聴席か

らほんとにすばらしい拍手をい

ただきまして、このときは感動

しました。 
だけど、やはり県警側は控訴
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しました。先日控訴理由書が出ましたが、５０

ページにわたる紙には、本当にくだらないこと

がいっぱい書いてありました。県知事に至って

は、こんなことぐらいで原告にお金を渡すもの

か、という非常に非常識なことを言っていまし

たが、この裁判の経費で数百万円使ってるんで

す。こんなばかげたことが愛媛県では起きてい

ます。 
 
でも、高知県で最初に裏金問題に火がつきま

した。そして、北海道へ飛びました。北海道の

原田さんの告発がなければ、たぶん今日のこの

日はなかったと思います。その後齋藤さんも出

ました。私が告発をしたということはちっぽけ

なことです。現職の警官が当たり前のことをし

て、当たり前のことをいう、これ、当たり前な

んです。ですけども、告発した途端に拳銃を取

られてですね、５００日間座敷牢と人に言われ

るところで座りました。ほとんど仕事はありま

せん。そして５００日後に人事委員会で勝って、

もとの職場に戻りました。それからまた５００

日経って、裁判で勝ちました。世の中は確実に

変わってきています。まさか私が勝

つということを思った方は少ないと

思うのです。でも勝ちました。世の

中は、ほんとに少しずつ変わって

います。 
 
高知県の片岡さんのような、本当に悲惨な処

分を受けた警官もいます。長崎県警の大宅さん

のように、全国のマル暴刑事としては名が通っ

た方が、懲戒免職という処分を受ける。本当に

腐ってしまっているのです、日本の警察は。だ

けど、私のような警官もいるのです。 
 
約１０００日経ちましたけども、いろいろな

方からお褒めの言葉をもらいます。しかし、一

番うれしかった言葉は、東会長と一緒に裏金の

講演を依頼されて県外に行く途中に立ち寄った

サービスエリアで珈琲を紙コップで飲んでいた

ら、私ぐらいの年代の女性がすっと来ましてで

すね、「仙波さんですね。」と。「あ、そうです」

といいますと、「ありがとうございます」と言う

んです。私は「仙波さん頑張ってください、応

援してます」という言葉

は本当にたくさんいただ

きましたけど、「ありがと

うございます」という言

葉ははじめてかけてもら

いました。意味が分から

ないものですから、「どういう意味でしょうか」

と言いましたら、その方が、「あなたは私たちの

ために自分を犠牲にして告発をしてくれた。だ

から一度お礼を言いたかった」と。その時に私

は、本当にこういうすべて分かってくれる人が

いるなあと、気持ちが楽になりました。その後、

ＡＰ通信の日本支局の方の電話取材があり、そ

の方の取材を受けていろんなこと話しましたら、

記事の末尾が、私が一番感動した言葉、「She 
said,“Thank you”」（彼女が「ありがとう」と

言った）で締めくくられていました。 
 
本当にこの２年と１０ヶ月、長かったようで

短い、短かったようで長いです。でも、みなさ

ん世の中は変わってきています。私の告発が何

らかのプラスになったのであれば、本当に幸せ

です。ただ、ひとつだけお願いがあります。日

本の警察はたしかにおかしい方向へ行っており

ますけれども、若い警官は、私の勝訴判決を受

けて、本当によろこんでくれているのです。と

いうことは、若い警官は本当の志というのを捨

ててないのです。だから、若い警官に対するエ

ールを送ってほしいのです。今の管理職はもう

辞めなければダメです。私は定年まで残り１年

４ヶ月になりましたけれども、退職した後も、

この明るい警察を実現するネットワークの中で、

命のある限り、微力ですけれども、頑張ってい

くつもりでおります。そして、私がここでニコ

ニコして話ができるのも、今日一緒にここに来

てくれている東玲治君という、支える会の代表

がいたからだと感謝をしているのですが、彼が

私の一連のことを実名で本（『ドキュメント 仙

波敏郎－告発警官 1000 日の記録－』創風社出

版）にまとめてくれ、１２月の初めくらいに出

版することになりました。機会がありましたら

目を通していただければと思います。原稿を私

が見て面白かったですから、みなさんにも面白

いと思ってもらえると思うのですが、真実を書

いています。 
これから、一歩一歩変わっていく警察を、みな

さんと一緒に応援をしていきま

す。僕も応援していますし、み

なさんも応援してほしいのです。

本当にあったかい力をいただき

まして、本当にありがとうござ

いました。（拍手） 
 
（清水） 

ありがとうございました。この判決が、弁護

士から見て非常に画期的だと思ったのは、不当
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な差別的な待遇が県警本部長の指示で行われて

いたということを、裁判所が判決でしっかり認

定しているということです。今までの事件です

と、せいぜいすぐ上の上司のところで止まって

いるのが多かったんです。それがこの判決では、

裏金隠しが事件の基盤にあること、そのことを

表沙汰にするなという指示が県警本部長からな

されていたことが、はっきり書かれていました。 
仙波さんの事件は、裏金そのものが正面から

問題になっている事件ではないので、裏金作り

の指示を誰がしたかということは書いていませ

んが、裏金作りをしていることを隠すことの指

示を本部長がしているという事実を認定するこ

とで、県警本部の中で、誰が裏金を仕切ってい

るかということを、裏返しで書いているわけで

す。弁護団はおそらく誰も

裁判所がここまで認定する

とは想像していなかったで

しょう。今後の警察改革の

ためにぜひ確定させたい判

決です。 
 
 
－第 2 部－ 

 

立川署ストーカー殺人事件にみる 

          日本の警察のいま 

 
 
＜パネリスト＞ 

原田 宏二（元北海道警察警察官） 

黒木 昭雄（ジャーナリスト、元警視庁警察官） 

 伊藤 博一（フリーライター） 

＜司会進行＞清水 勉（弁護士） 

 

（清水）東京とその近辺に在住の方で知らない

方はいないというくらい、立川署ストーカー殺

人事件は有名です。この事件は、警察幹部、現

場の警察官、一般市民、マスコミで、違った見

え方をしているのではないか。そこにいろいろ

出てくるのではないかと考えました。今日、現

場の警察官から警察の幹部にまでなった原田宏

二さん、元警察官でジャーナリストの黒木昭雄

さん、それから新聞記者の経験を経てフリージ

ャーナリストになった伊藤博一さんに来ていた

だいたのは、そういうことを意識した人選です。 

ではまず原田さんから問題提起ということで、

15 分ほどお願いします。 

 

（原田）札幌から参りました、原田と申します。 

私は北海道警察にいたわけで、実は警視庁の

ことは何も知らない。このストーカー殺人事件

についても、新聞報道ぐらいしか情報としては

入ってこないので、私の捉え方があるいは誤っ

ているかもしれません。その辺は伊藤さん、黒

木さんからお話していただければと思います。 

 私は、この事件を聞いたときに、すぐその前

にあった群馬で起こった郵便局強盗を思い出し

ました。あの時も巡査長の事件でした。今回も

巡査長です。 

私は捜査部門に長くいたので、事件捜査を中

心に仕事をやっていたんですけども、ある日突

然管理部門にまわされて、３年ほど人事を担当

しました。 

そのときの体験などから、このストーカー殺

人なり最近の非常に多い警察官の不祥事は一体

何なのかということを考えてみました。 

この警視庁のストーカー殺人のときに、たし

か、警視庁の上層部のほうでは制度的には何の

問題もない、と釈明していました。 

 要するに現場の連中の問題、ないしは現場の

連中を監督している幹部に問題があるんだとい

う言い方をしておりました。これは不祥事があ

ったときに警察の上層部が使う常套句です。何

かあるとすぐ現場の責任だと。

裏金のときもそうでしたけども。

警察は不祥事のときに責任を下

へ下へ現場（の警察官）へ現場

（の警察官）へと押し付けてい

くのが、普通のやり方です。 

 

だれでも巡査長 

 制度的な問題の一つとして巡査長制度がある

と思います。 

巡査長制度ができたのはかなり前です。高卒

の警察官と大卒の警察官で年限が違うんですけ

ど、たしか巡査で６年以上経っていて、勤務成

績が良くて優秀で指導力のある人たちを巡査長

にしましょう、ということでできた制度です。 

巡査長というのは警察官の階級ではありませ

ん。今、警察法で警察官の階級は９つです。巡

査・巡査部長・警部補・警部・警視・警視正・

警視長・警視監ですね。これは警察法で決めら

れている階級です。ところが、巡査長というの

は階級ではなく、巡査部長と警部補の間に作っ

た単なる職名なのです。 

当初は間違いなく巡査の階級にある人の中で

優秀な人を巡査長にしていました。ところが、

最近は年数さえくると、もうどんなことをやっ

ていてもほとんど巡査長にしてしまう、という
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制度になってしまっているようです。他方で巡

査長の不祥事が非常に多いのです。どうも制度

が崩れている。 

 

人事配置に問題あり 

報道で知る範囲だけでも

警視庁立川署の友野巡査長

の勤務振りはめちゃめちゃ

です。私が、「えっ」と思っ

たのは、事件の前の７月こ

ろに彼は富士見台交番に配置換えになっている。

そこは二人勤務です。友野巡査長と組んでいた

のはまだ 3 年くらいしか経験のない若い巡査で

す。若い巡査は、このめちゃくちゃな巡査長の

指導を毎日の勤務で受ける立場です。上下関係

が厳しい警察で、若い巡査は何も言えません。

巡査長は自分の好き勝手にできたのです。 

つまり、これは警察署長の権限の署内異動で

すから、立川署長がこういう人事配置をしてい

たということです。私はこの人事配置が間違っ

ていたのではないかと思います。 

このことをある議員が国会で質問しました。

おかしい人事じゃないか、署長の責任じゃない

かと。警察庁の回答はわかっていましたけど。

「いや、間違ってない」「定期的な署内異動で、

問題はない」でした。 

あの巡査長の勤務形態だと、警視庁はどうい

う評価をしていたのでしょうか。北海道警察の

場合はＡＢＣＤＥの 5 段階評価で、Ａ、Ｂくら

いが非常によくやってる人。Ｃは普通。Ｄ、Ｅ

は問題ありです。北海道警察なら友野巡査長は

ＤかＥです。私が署長だったらそういう評価を

します。 

そういう評価しかできないような巡査長を、

なぜ経験の浅い若い人と一緒に勤務させたのか

おかしいじゃないかということです。私は富士

見台交番の環境を知りませんが、恐らくかなり

ヒマなところじゃないかと思います。そういう

ところだったら目立たないだろうと考えて配置

したんでしょうね。そうしたところは当然幹部

の目も届かないことになります。それで友野巡

査長の行動は歯止めがかからなくなる。そうい

うことを考えると、どうも人事配置の段階から

間違っているんじゃないかという気がします。 

 

警部補の量産 

もう一つは、警部補という階級の問題です。

巡査長の上司の警部補は、新聞にもいろいろ言

われていますけども、巡査長の問題行動を知っ

ていながら、ほとんど何もやっていない。なぜ

なのかということです。巡査長を仮に階級とし

ますと、巡査・巡査長・巡査部長・警部補です。

われわれの時代の警部補は、とっても偉かった。  

普通、部隊活動をやるときに警部補は小隊長

です。小隊と言うのは三個分隊、一個分隊は 10

人ですから、30 人の部下がいます。一人の係長

（警部補）に巡査部長 4～5 人と、部下はちょっ

とした警察署ですと交番勤務の警部補は 30 人

くらいの部下を持っていました。一人で 5 つか

6 つの交番を持って、しょっちゅう巡回してや

っていました。今は、部下が１人もいない警部

補が大勢います。 

警部補は現場の中枢です。現場の中枢ですか

ら、そこが腐ると全体が腐るのです。はっきり

しています。 

ここが崩れているんじゃないか。 

その原因は、平成 3 年に警察庁の指示で警察

官の処遇を改善したことです。処遇の改善とい

うのは警察官の給与です。警察官の給与は階級

別に給与表で決まっています。巡査

なら巡査の給与表、巡査部長なら巡

査部長の給与表が決まっていて、長

くやっていると昇給が頭打ちになる

わけです。そこで、できるだけ幹部

にすることによって適用する給与表

が変わる、給与が上がるという処遇

の改善をしたのです。 

 そうは言っても、幹部になるには昇任試験に

合格しなければなりません。そうなるために、

警察がしたことは、それまでの昇任試験の中身

を緩めた、つまり、質を落としたのです。平成

3 年に始まって１5 年くらい経って、その弊害が

今になってはっきりと出てきていると思います。 

最近の国会答弁によると、幹部は全体的に増

えて、巡査や巡査部長は逆に減っているのです。 

警視も警部も増えていますが、これはほんの

少しで、警部補の比率は、平成 3 年度当時、全

警察官の 14％ぐらいだったのが、現在 28％、２

倍です。単純に数字だけから言うと、質が半分

になったということです。 

そういうことがこのストーカー殺人の場合も

影響があるという気がします。 

この問題を警察庁はわかっています。たしか

に平成 13 年だと思いますが、いろいろ通達を出

して是正しようとしていま

す。ですが是正できていま

せん。一回緩めてしまった

制度は、必ずあとから弊害

が出てくると私は思ってい

ます。 
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いろいろ問題はあるでしょうけども、私の目

から見ると、警視庁のストーカー殺人には、今

言った制度的な問題があるという気がします。 

 

（清水）ありがとうございます。 

 

（原田）私は「市民の目フォーラム北海道」と

いうのを立ち上げて、今年の 2 月からやってい

ます。ストーカー殺人事件についての問題点を

２回に分けてホームページにも掲載しました。

志布志事件も書きました。全国で起きている不

祥事の、外から見えない警察の姿というのを、

一般の皆さんに分かるように書いたつもりです。

ぜひホームページと会報をお読みください。 

（http://www.geocities.jp/shimin_me/index.

htm ） 

 

（清水）続きまして黒木さん。今回の事件につ

いてもいくらか取材をされたそうです。警視庁

の警察官だったという経験とジャーナリストと

いう立場から、自己紹介を含めて 10 分ほどお話

しください。 

 

（黒木）いわゆる処遇の改善なるものが平成 3

年ごろにあったのですが、上司の受けが良くな

いために幹部にしてもらえなかった黒木昭雄で

す。 

 立川署の事件に関して申し上げますと、これ

はもう問題外の行為です。勤務中に抜け出した

り、自分の持っている拳銃で人を殺したり、そ

んなことがあっていいわけがないのです。原田

さんからもお話がありましたが、なぜ交番勤務

中に数時間にもわたって現場から離れているこ

とを幹部たる人が知ら

なかったのかというの

が異常です。問題の根

っこはそこにあると思

います。 

 

現場の警察官は監視対象 

それと、この事件があった後の職場環境が非

常に劣悪になっているということです。僕が、

かつての同僚・後輩・先輩に話を聞いてみると、

なんと今回の事件が引き金となって警視庁の警

察官にＧＰＳをつけるという話が聞こえてきま

した。ＧＰＳをつけなければ行き先のわからな

くなるような危ないおまわりさんがたくさんい

ると幹部は考えているということです。非常に

情けない話です。 

警察という社会にはおもしろい制度がいろい

ろあります。その一つに、警視庁には家庭訪問

というのがあります。実際に僕も体験しました

が、恥ずかしいのなんの。まさか子どもにお父

さんのところに上司が家庭訪問に来たなんて言

えないので、「先輩が遊びに来たんだよ」なんて

言ってごまかしたこともあります。 

警察官は採用段階で宣誓しますが、近頃では

「万引きをしません」とか、「痴漢をしません」

とか、そんな誓約書をとる上司がいるそうです。

その程度の発想で部下を把握しているのかと、

驚かされます。 

 それと警視庁ではいわゆるチクリを奨励して

います。警視庁の服務規程には風評であるとか

悪いことをしている警察官がいたら上司に報告

しなければならないと規定があるのです。とあ

る署長さんは部下に「仲間を売れ」といって迫

っているそうです。しかもその中味がひどい。

どこの誰がパチンコが好きだと

か、どこの誰と誰が付き合って

いるとか、そんなことまで報告

させているそうです。これじゃ、

警察官の誇りなんて地に落ちま

すよ。これで職場環境が良くな

るわけがない。 

 

 先ほど原田さんからお話がありましたが、巡

査長の制度もおかしいですね。警視庁の場合は

大学卒業の人、実務年数 1 年で巡査長、高卒の

場合は４年で巡査長になります。果たしてそん

な必要があるのでしょうか。昔は巡査長になる

ためには２０年の実務経験が必要だったんです。

ですから、たとえ幹部ではなくても巡査長は班

長と呼ばれ下には置けない存在でした。 

 

 警部補という階級についていいますと、最近

の警部補という階級ほど腐敗しやすいポジショ

ンはないと考えます。現在警部補という階級が

倍増しています。交番に行くと警部補がぞろぞ

ろいます。僕が卒業配置した昭和 52 年当時は一

つの係に一人だけしか警部補という階級の人は

いなかった。だから文字通り「係長」という立

場だったのです。それがいつのまにか、30～40

人程度の係りに係長と呼ばれる人間が 15 人も

います。幹部が山のようにいたら責任の所在が

明確になるわけがありません。 

 

 それと勤務形態についてですが、問題の立川

署の事件では事件を起こした巡査長と経験の少

ない若い警察官が組んでいたと聞きます。これ

は実績主義のあらわれです。署長さんや課長ク
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ラスの人がともかく実績さえ上げればという考

えだから、ノルマに関係のない暇な交番に問題

のある警察官を配置する。新人の巡査は上司の

巡査長に問題があっても何もできない。結局立

川の事件もそうした人事配置が勤務中の犯罪に

つながったのではないでしょうか。 

 

動かない警察 

先般、昨年の春秋田県の藤里町で起きた連続

児童殺人事件を題材にして一冊の本（『秋田連続

児童殺害事件―警察はなぜ事件を隠蔽したの

か』草思社）にまとめました。今、畠山鈴香の

証人尋問が繰り広げられていますが（2008 年 3

月 19 日秋田地裁で無期懲役判決、検察・被告人

ともに控訴）、あの事件のもう一つの本質は「鈴

香被告がなぜ彩香ちゃんを殺したのか」あるい

は「鈴香被告はなぜ豪憲くんを殺したのか」で

はなくて、「警察はなぜ動かなかったのか」なの

です。警察がちゃんと捜査して彩香ちゃんを殺

しで鈴香被告を逮捕してさえいれば豪憲君は間

違いなく殺されなかった。そ

れが問題になっていないので

す。時間をかけて取材しまし

たが、「なぜ」の根本には辿り

着けなったものの、階級とい

う権力の私物化によって事件

化されなかったという状況証

拠はたくさん見つけました。 

 

（清水）次は伊藤さんです。新聞記者からフリ

ーライターになった方で、警察に対する見方も

新聞記者としての見方とフリーライターとして

の関わり方で違うようです。どうぞ。 

 

（伊藤）私は主に週刊誌・月刊誌を畑に、多く

は経済事件を取材・執筆している者です。私は

刑事警察に関してはかねてからシンパシーを持

っている方です。 

経済犯罪・経済事件を主として取材する者は

警視庁と検察を相手にしますが、私個人の体験

から言いますと検察というのは非常に恣意的な

組織だと考えております。だから逆に、警察の

ほうにもう少し頑張ってほしいという気を強く

しております。 

 

神奈川県警と警視庁の対立 

 もっとも、警察といっても全国の警察が一体

となっているわけではありません。一つ、エピ

ソードをお話ししますと、オウム事件が摘発さ

れる頃の事です。オウムの摘発に警視庁・神奈

川県警・山梨・千葉・埼玉といった各自治体警

察が上九一色村に行ったときの話です。たまた

ま私も強制捜査のときに現地に行っていました。

僕はそのとき 3 日間いて、東京に戻るときに、

たまたま知り合いの神奈川県警の人に「今日ウ

チも帰るんだけど、横浜で一杯やらない？」と

声をかけられて、横浜まで一緒に帰りました。

総勢 50 人くらいの一次会のあ

との二次会の席で、割り箸を持

って機動隊の方が「警視庁殺せ、

警視庁殺せ」とテーブルを叩く。

それにみんなが唱和するわけで

す。意味がわからない。 

翌日、その私の知り合いに聞いてみました。

何なのかと。そしたら、「神奈川としては警視庁

は許さん。オウム捜査は自分たち（神奈川県警

察）が手をつけたとこだと。それを根こそぎ持

っていって」と。それはなんとなく分かりまし

た。それは強制捜査のことだと思いますが、「そ

れだけじゃない。警視庁はオウムを飼っている」

と。それが例のオウムの信者の鈴木さんのこと

だったわけです。それを当時は週刊現代で書き

ました。その背景には、神奈川県警と警視庁の

不仲が実際ありました。今では警察庁を中心に

合同捜査本部であるとか、広域捜査本部である

とかという各自治体警察相互の連絡強化を言い

ますけど、実際にはなかなかうまく行ってない

のが実情だと思います。 

 

ホステスに夢中になるヤツはどこにでもいる 

今回の立川署の事件ははっきりいってこれお

かしい事件ですよね。どこにもこういう人間は

います。「40 歳にもなって独身で」っていう言

い方はありますが今どき、それが何だという感

じなわけで、実際、このキャバレーには立川署

の他の警察官も相当数行っているのです。そう

すると中にはこういうことに陥る人がいるので

す。結婚していたって同じことです。それを「あ

そこへは行くな」「夢中になるな」と命令しても

無理です。気がついた周りの者が少し気を使っ

てやるというのが普通の人間関係じゃないでし

ょうか。そういう人間関係が警察の中にはない

とすれば、なんか冷たいなあと僕は思うんです。

（拍手） 

 

（清水）ありがとうございます。伊藤さんが最

後に言われた部分ですが、私もそう思います。

上司にしろ同僚にしろ知っているのです。一緒

に飲みに行っているし。のめり込み過ぎていて、

相手が困っているほどならば誰か相談にのって
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やらなければいけないと思うのです。原田さん、

警察の中の人間関係はどうなっているのです

か？ 

 

（原田）多分、そういう問

題を幹部が知ったり同僚が

知ったりしたときの目的が、

警察の場合は組織防衛にあ

るんですよ。 

つまり、その人間の将来を考えてということ

ではなく、万が一こいつが何かおかしげなこと

やったときには、警察の顔に泥をぬる、傷がつ

く、信用を落とす、そういう考えでお互いを見

ているような気がするんです。 

そこらあたりの微妙な感覚を内部にいる連中

は皆知っているわけです。ですから、上司や同

僚に自分の不行跡が漏れたときには、いい結果

にならないことを皆が知っている。 

監察が動いたときはもうダメです。昇任もダ

メ、将来の見込みはナシ、ということになる。

内部規律が非常に厳しいということもあるんで

すけれども、部下のことを心配する目的が違う。

本当にその人間を、人間として間違いを起こさ

ないようにアドバイスしてやる、そういう風に

内部ではなっていない。ですから、いろいろと

内部の相談制度を作ってもそういうところには

持っていかないんですね。 

警察官というのは、もともと世間から孤立し

ているという自意識を持っていると思いますね。

弁護士になんてもちろん相談しません。 

監察に調べられたときはもうアウト。監察の

取調べっていうのはめちゃくちゃですからね。

もう本当に人権もくそもないですから。 

組織から排除するという方針がきまったら、

どんなことをしてでも排除します。供述拒否権

なんて、そんなものはない。缶詰めにして、逮

捕されたと同じような状態にされて、ガンガン

やられるわけです。ほとんどの人間はもう参っ

たといって辞めていくか、どうしても辞めない

なら懲戒処分だと、無理やりクビ切ってしまう。

そういうのをみんな見ているんですよ。 

立川署の事件の場合も、巡査長は上司に相談

しているんですね。あの女性と結婚したいと。 

国会質問で、どんな対応をしたんだと聞いた

ら、プライバシーの問題だからといって、答弁

を外されました。 

 

プライバシーのない警察官の私生活 

話飛びますけど、かつては、警察では水商売

の女と一緒になるなということになっていまし

た。昔は結婚するときにこういう女と結婚する

けどいいか、と署長にお伺いを立てて、署長の

許可をもらう時代があったんですよ。（黒木：今

でもですよ）あっ、今もそうなんですか。北海

道はもうないですよ。警視庁が今でもやってい

るとは驚きです。今、男女関係の考え方は、世

間でも変わっていますでしょう。その中で幹部

が警察官の女性関係について相談されたときに、

きちっと言ってやれる幹部があまりいなくて、

むしろそんな問題持ってきたら逃げにかかるん

じゃないかと思います。お前そんなものは自分

で考えろ、と。 

 

ついでですけど、群馬県内で現職警察官（埼

玉県警）の銀行強盗あったときに、警察庁長官

が全国の警察に家庭訪問やらせるっていうから

僕は噴き出したんです。さっき黒木さんと話し

たら、いやいや原田さん警視庁ではやっている

のだよって話で、え！？本気？で、と思いまし

た。この問題はこの間、国会質問でも聞いてい

るんです。警察庁は家庭訪問はやらなかったっ

て答弁しましたけどね。 

家庭訪問にはプライバシーとの関係で問題が

あるのです。プライバシーと

の関係で一体どの限度でやる

ことができるのかというはっ

きりとした見解は出てないの

です。だから、国会答弁でも

正面から、家庭訪問なんてや

ったのかと聞いたら、いやそ

れはやっていませんでした、

と答えざるを得ないのではないか。 

身上監督、プライベートな部分を監督するの

を警察内部で身上監督というんですけど、身上

監督というのは一体全体どういう法的な根拠で

やっているんだ、そしてその限界は一体どこに

あるんだと質問しているんです。もちろん答え

てきません。警察庁は人事上必要だからやって

いるという言い方をしました。 

例えば、預金いくらあるんだとか、借金どの

くらいあるんだとか自己申告させているようで

す。その上に家庭訪問でしょ。子供がいるとき

にお父さんのところに役所から来て、子供の前

でどうやって答えているのかと思います。小学

校の先生ならわかる。子供たちをどうやってち

ゃんとしようかと思って行っているのです。で

も警察の場合は組織防衛のためです。根本的に

違うのです。長官はなんでもできるようなこと

言うけれど、警視庁の幹部は本気になってやっ

たのでしょうか。やられた方もまともに相手に



- 8 - 

するかねぇっていう感じですね。 

 

（清水）警視庁は他の道府県警と比べて異常な

ところがあります。私が関わった裁判で、警察

学校の入校者に対して、無断でＨＩＶ抗体検査

をやって、陽性反応が出た人に辞職を強要した

という事件です。その時併せて全国の警察に問

い合わせをしたら、どこもやっていなかった。

それなのに、警視庁だけは平成元年（89 年）頃

からやっていた。裁判をしている最中もずっと

やっていて、一審で負けても続けていた。入所

のときの検査項目にＨＩＶ検査と書いて。今ま

で無断でやったからいけないんだろ、と。無断

だからダメなのでなくてもともとダメなんだ、

というのがこちらの主張でしたし、判決理由も、

警察官になるにあたってＨＩＶ感染しているっ

てこと自体は、仕事に何の支障もないと書かれ

ているのです。警視庁はそれでもやるというの

で、公開質問状を出し、記者会見をして、報道

してもらいました。そしたらやっと止まった。 

上司の家庭訪問、北海道警ではやってなかっ

たですか。 

 

家庭訪問はいらない 

（原田）建前としては、身上監督はやるべきこ

とになっています。でも、僕も署長やっていた

から判るんだけど、現場ではやっていませんで

した。 

一つ大きな理由は、さっき言った、幹部がそ

ういう問題について相談に応じられる自信がな

いということもあるし、もう一つはそんなこと

をする時間の余裕が現場の幹部にはないという

ことです。実際そうでしょう。日中の勤務でさ

え結構大変なのに、仕事が終わってから自分の

部下の日常生活がどうなっているか家庭訪問を

しろと言われても、そんな余裕はない。やった

ことになっているのかもしれませんが、私はあ

まりそういうところをうるさく言いませんでし

た。 

私はどういう感じで部下を見ていたかという

と、仕事を通してきちっと見ていれば家庭訪問

なんかしなくてもわかる。お前が部下から信用

されていれば、部下は相談してくるし、信用さ

れていなかったら相談しにこないよ、と。だか

ら、家庭訪問とか身上監督をきちっとせいなん

ていうことは言いませんで

した。 

日常の部下の仕事をきち

っと見てれば必ずわかる。

それまで一生懸命やってい

た部下が突然何か変わってきたのはわかるだろ

う、と。そういう意味で勤務を通して見てやっ

たほうがいいんじゃないの？と私は言っていま

した。身上監督なんて何の意味のないと僕は思

っていました。もっと、現場の警察官を１人の

人間、大人として扱うべきです。 

 

安易な発想－ＧＰＳ 

（清水）原田さんがおっしゃるように警察官と

しての仕事をまともにしていくということにな

っていけば、その延長として人を殺したりする

ような警察官は出てくるはずがない。両立しな

いわけですから。ＧＰＳをつけるという発想自

体が、現場の警察官はいつ何を起こすかわから

ないと見ているということです。警察幹部のこ

ういう発想こそがどうかしているんじゃないか

と思いますけど。 

 

（黒木）もし僕が現場にいたら真っ先につけら

れるでしょう。でもすぐ取り外しちゃいますけ

ど。ＧＰＳをつけることの意味って何でしょ

う？ＧＰＳをつけさせるなんて、「部下

を見る目がありません」と言っている

ようなもので、それで上下の信頼関係

なんて保てるわけがない。今の偉い

方々には分かっていないんじゃないで

しょうかね。 

 

（伊藤）やっぱり組織としての警察というのは、

もうまるっきり防衛そのもの。体質そのものが

ですね。それは警察だけではなく、中央省庁の

役所でも同じではないでしょうか。防衛省も同

じですよね。守屋さんの行動を把握してなかっ

たことが問題だということで、ＧＰＳをつける

という話が、石破大臣から出ていましたよね。 

 

（清水）立川署の事件にせよ、警察官が拳銃自

殺をしたり強盗したりとかが報道されることが

多くなって、警察が病んでいるのではないかと

いうことを一般の国民が感じるようになってき

ました。これに対して警察幹部は、現場の警察

官の日常行動を上から監視するという発想が非

常に強いようです。しかし、弁護士から見ると、

ちっとも本質的な解決になっていない。例えば、

強盗事件についていうと、借金を返済できなく

なった時点で役所や弁護士

会の法律相談に行けばいい。

今時、日本語もあまりしゃ

べれない外国人でも相談に

来るのに、なんで警察官は
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だれも来ないのか。とても疑問です。クビにさ

れて初めて相談に来るのです。どういうわけで

しょうか。片岡さん、一言説明してください。 

片岡さんは元高知県警の警察官で、飲食店で

接待を受けたということで辞めさせられた警察

官で、私どもは飲食店で接待を受けた事実がそ

もそも立証できていないとして、裁判で争った

のですが、結局は勝てませんでした。 

 

弁護士のイメージは最悪 

（片岡）はじめまして、片岡です。今、清水先

生から、弁護士になぜ相談しないのかという質

問をされたんですが、それは警察官独特の意識

でして、いわゆる弁護士というものは犯罪事件

捜査になれば被疑者側について弁護するという

役割をする人間なんですが、警察官が一生懸命

捜査をしてこれは黒星に間違いないと、自信を

持って検事に起訴されて裁判という段階で、い

ろいろイチャモンをつけるうるさい奴らだとい

う、こういう感覚が真っ先にあるのです。 

 

また、中には全く弁解の余

地のない犯罪で、親族が心配

になって弁護士をつけるわけ

ですが、その時に高い弁護料

が発生して、なんか弱いもの

いじめをするのは弁護士じゃ

ないかと。そういうような感覚があったわけで

す。私の中には。そういう感覚があって、いざ

自分がひどい目に遭った段階ですぐ弁護士の先

生に相談しようという発想すら浮かばなかった

わけです。だからどこに相談したらいいか、ず

っと自分ひとりで抱え込んで、あれよあれよと

いう間に、結局騙まし討ちみたいにして、私は

依願退職という形をとらされてしまいました。

これは現在現場にいる警察官にもいえることだ

と思います。警察官の自殺件数が、普通の公務

員よりも多いのは、そこが原因ですね。 

 

（清水）片岡さんの事件では、被疑者段階で弁

護士に相談しに来ていれば、ほぼ間違いなく不

起訴でした。飲食接待の事実を立証する証拠が

ない事件ですから、もともと起訴できる事件で

はなかったはずですし、懲戒処分もできなかっ

たのです。そういう事件なのに、犯罪捜査に精

通しているはずの警察官が弁護士に相談しない

で辞職願を書いてしまうのです。 

私たちの会は、警察官の不祥事を責めるとい

うのではなく、なぜそれが止められなかったの

か、どうすれば追い詰められずに現場の警察官

が社会のために仕事ができるようにするかとい

う観点で問題を考えています。 

今日配った資料の中の桶川の事件では、スト

ーカー被害に遭われている女性が警察に告訴状

を持っていって、現場の警察官がこれを受けよ

うとしたのを上の人間がそれをもみ消してしま

ったといういきさつから、その後殺人事件にな

るわけですけど、その告訴を取り下げたように

上の人間が画策するわけです。現場の警察官は

悩むわけですが、それで取下げ書を偽造させら

れて、その警察官が今度は刑事事件になって有

罪判決を受ける。で有罪判決を受けた後、その

人は自分を追い詰めた幹部の自宅に火をつける。

そういうところにまで展開していくわけです。

この悲劇を未然に防ぐ必要があるのです。 

 

黒木さんの本によると秋田県では殺人事件が

年に３件くらいしかない。それ自体はいいこと

なのですが、彩香ちゃんがプラス１の 4 件で、

殺人事件だと忙しくなるから、殺人事件じゃな

いほうが、事故死のほうが簡単だと、そういう

風な発想になってしまったのか。黒木さんの本

によれば、現場の警察官がちょっと回って、地

域の人の話を聞けば、これは事件じゃないかと

間違いなく思うわけです。ところが警察組織と

して動かない。ということは、現場の警察官が

動けば事件となるものを、上のほうが事件にし

ないという方針がなかったか。それでも、あと

で重い責任を負わされるのは下の人間で、上の

人間は軽い処分。それでは組織

として病んでいると言わざるを

えません。現場の警察官のミス

といわれる場合、構造的に上の

ほうにこそ問題があることがあ

るような気がするのですが。 

 

（原田）私も警察の世界に 37、8 年いて、つく

づく思うんですけど、建前と本音があまりにも

乖離しているのです。警察庁長官はじめ、都道

府県警察、私もそうだったかもしれません。例

えば北海道で言えば道民の信頼を得ようとか、

国民のための警察とか、そういう建前の話をし

きりにやります。しかし実際に一体何やってい

るのかとなると、あまりにも実際は違うのです。

それは外の人からは見えない。中の人間には見

えるのです。それを内部で言おうとしたら大変

なことです。 

裏金の問題もそうです。警察は一体どっちを

向いて仕事をやっているんだということについ

て、本気で言う幹部はほとんどいません。数字
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で仕事をやる人、組織を守るために仕事をやる

人、つまり、組織のなかを向いて仕事をやる幹

部がほとんどです。 

 

水増しが当たり前の検挙率 

まともにやろうよということになったら、数

字なんて全然上がりません。例えば検挙率の話

をすると、われわれのやって

いた時代はほとんどウソです。

だから、今検挙率が下がって

いる原因はある程度本当のと

ころに近づけた数字を出して

きているだけの話だと思いま

す。 

機動捜査隊の隊員というのは将来北海道警察

の刑事の幹部になっていくような連中が結構い

るし、刑事の経験がほとんどない連中が機動捜

査隊に入ってくる、刑事の養成学校みたいな部

分があったんです。機動捜査隊の隊長をやって

いた私が彼らに言っていたのは、お前たち数字

で仕事をするなよ、ということでした。そうす

ると、私の前任者の時代の 10 分の 1 くらいの数

字に落ちました。 

そうしたら、私の先輩である機動捜査隊長Ｏ

Ｂの人たちからクレームがきました。彼らは、

機動捜査隊長から鑑識課長になって、捜査一課

長になっている人たちです。「原田、お前何やっ

ているんだ、この数字」と言われたので、「いや、

あれ本当のこと出しているんですよ」と言いま

した。そうしたら、「お前、それはねえだろう」

と言うのです。つまり、本当の数字なんか出さ

れたら大変だ、とにかく数字がすべてというこ

となのです。 

 

易きに流れる判断ミス 

もう一つは、最近警察の捜査ミスがいろいろ

報道されています。黒木さんおっしゃった秋田

の事件もそうだと思うんですけど、初動捜査の

段階で間違うことが多いです。例えば長崎の伊

藤市長がやられましたね。あの時何時間か前に、

情報が県警サイドに入っていました。しかし、

途中で途切れちゃった。そのため組織は動かな

かった。最近でもあちこちでありますよね、初

動段階の失敗が。 

どうしてかを考えると、指揮している幹部が

判断に迷うんですよ。 

迷ったときはわれわれの時代は最悪の事態を

考えてやりました。でも今は易いほうに楽な方

へ行っているんじゃないか。殺しの捜査より事

故死のほうが警察にとってラクに決まっている

んです。 

 

愛知での力士の変死事件。検視をやっていな

かったと言うのですから、初歩的な誤りもいい

ところです。犬山署の警部以上の幹部は毎回ち

ゃんこ鍋食って有名な力士に色紙書いてもらっ

たり一緒に写真撮ったりしてもらっていた。そ

れでは、捜査をやれるわけがないです。 

殺しや傷害致死と事故死では手続きも使う警

察官の数も違います。 

解剖するとなったら、解剖医を決める、裁判

官の鑑定処分許可状とって司法解剖する、もう

いろんな手続きがあるんです。刑事を動員して

現場の聞き込みとか、関係者の事情聴取なんか

もやらないといけない。もうえらく違うんです。

最近の幹部は、少ない情報でポンと楽な判断を

するんだと思うんですね。 

 

簡単な仕事だけをやりたがる現場警察官 

私は、警察の現場がそういう易いほうへ易い

ほうへいっているんじゃないか。幹部のそうい

う判断の影響は現場に蔓延しています。交番の

おまわりさんだって、やりやすい事件はする。

占有離脱物横領って知っていますか。盗んだの

か、その辺に放置されているような自転車。そ

れを乗り回している子ども

を狙って職務質問する。 

例えば無灯火自転車を呼

び止めて、所有者調べたら、

お前のでないだろうと。「盗

んだのか？」というと、「い

や、私盗んでいません。あそこらへんに置いて

あったのを持ってきました」「お前それ占有離脱

物横領だ」と言って検挙しちゃうんです。 

そういうやりやすい仕事を現場がやるように

なってきていると思います。 

他方で難しい事件を捜査しようとする警察官

や、今ヤクザ者に声かけるような現場の警察官

はほとんどいないんじゃないですか。 

 

仙波さん、この間指名手配逮捕したって言っ

ていましたね。けど実は指名手配犯を逮捕する

のは結構厄介なんです。職務質問して本人かど

うか確認して照会して、それがヒットして、そ

れから逮捕です。結構手数もかかるし危ない目

にも遭う。でもそういうことなんてほとんど今

の制服警察官はやっていないんじゃないですか。

そういう人たちが皆さんの安全を守っているこ

とになっているのです。そして、そういう人た

ちが幹部になっていくのです。 



- 11 - 

仙波さんのように裏金の話を断って巡査部長

で永久に留め置かれる、なんてことになる奴は

誰もいないんです。幹部から言われる通り数字

だけ上げる仕事を毎日毎日やって、給料はちゃ

んと入るんだからいいじゃないかと。 

 

組織の安泰と警察官の生活の安泰 

それはお前おかしいよ、こんなやり易いこと

ばっかりやらないでもっと難しい事件やれよ、

数字なんてどうでもいいよ、なんて言う幹部が

いれば別ですよ。しかし、そんな幹部はまずい

ないですから。当時、私が現場にいた頃にそう

いうこと言う幹部なんて全く少数派でした。そ

ういうことを言っている幹部っていうのは相当

運がよくなかったら上には行けません。 

私が機動捜査隊長のとき、そういう方針で隊

員にやらせたら、すかさず刑事部門から外され

ましたから。分かっていましたよ、あ、俺が外

れた理由はそうだなと。それまでずっと刑事部

門にいたのに、それを言い出したら、とたんに

ポンと外されました。そういう組織になってし

まったんですね。多分もう直らないんじゃない

ですか。 

 このまま行ったら、どんな

に志を持っている人が入って

きたって、途中でダメになる

と思う。組織に従って仕事を

やるようになりますからみん

な。 

皆さん考えてみてください。給料をもらって

子どもも出来たなんてときに、組織に反旗を翻

すなんて、そんな警察官がいる訳がないじゃな

いですか。 

私は、警察に入ったら何かやれるんじゃない

かという希望みたいなのを持って入って行きま

した。でも実際にやっていて、「え？」「あ？」

っていうことになって、巡査時代にいろいろと

ありまして、一回辞表を書いて出したことがあ

ります。結局は幹部に止められて撤回しました

けど。その代わりに、そのとき決めました。続

けるなら馬鹿になんないとだめだと。 

その結果、途中で変だ変だと思いながら、自

分のやっていることを決してまともなことだと

思わないでやってきました。生活がかかってい

るから。ローンもありましたしね。それが現実

です。だからそう簡単には正義の味方は出てこ

ないんです。 

 

（清水）誰か正義の味方が出てきて一変させる

ということではなく、警察の外部の人が警察官

の実情を知ることによって現場を変えていくと

いう、外からの力が働かないとダメなのかなぁ

と思います。 

先ほどから警察の組織防衛という話がありま

したが、警察が正義を実現しているように見え

るというところで、マスコミの報道のあり方は

結構影響が大きいと思います。伊藤さんはどの

ようにお考えですか。 

 

（伊藤）先ほど原田さんが警察の

自浄作用を非常に期待しにくいと

いう話がありましたが、私もそう

思います。内部で浄化できると考

えている人はそんなにいないんじ

ゃないかと思います。メディアで

もそうです。記者クラブ制度の是非については

もう何十年議論されてきているけども片付かな

い。役所から発信する情報をある程度ろ過して

社会に発せられるという機関が必要だとは思う

のです。役所あるいは権力側をチェックして、

批判できる外部の機関として、現時点で一番有

効なのはメディアだろうと思います。それは新

聞やテレビなどの大きい組織もあるし、われわ

れのような個人もいます。現状では新聞と週刊

誌がお互いを批判し合いがちです。それは大い

に結構ですが、もう少しお互いの欠点を補い合

うような共闘ができないか。例えば警察の不祥

事に関しても、あるいは警察をチェックしても

っとちゃんとした組織として建て直しをしてい

く上で、もう少しメディア側もスクラムを組ん

でいいんじゃないかなと、僕は感じています。 

 

（清水）警察幹部の言うとおりにすれば今後警

察官の不祥事はなくなるなんて、そんなお安い

安全なんてあるはずがありません。いろいろ問

題を抱えながら少しずついろいろな考えを取り

入れて行って警察の組織が良くなって行き、仕

事がやりやすくなるという風に変えていかなけ

ればいけないと思います。 

 時間になりましたので、最後に一言ずつお願

いします。 

 

おわりに 

（黒木）取り止めのない話をしました。ありが

とうございました。（拍手） 

 

（伊藤）私は、警察もメディアももう少しちゃ

んとしたところで付き合おうよ、の一言に尽き

ます。（拍手） 
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（原田）一つだけお願いがあります。2007 年 2

月に「市民の目フォーラム北海道」をいうのを

立ち上げて、警察改革を目標に活動しています。

ぜひホームページにアクセスをしてください。

今日お話したことだけでなく、ここにはあなた

の知らない警察が見えてきますというようなこ

とを書いています。全国で起きている警察を巡

るいろいろな問題について、

メディアで言わない観点から

アプローチして書いています。

ぜひ一度アクセスしてみてく

ださい。よろしくお願いしま

す。（拍手） 

 

（清水）ありがとうございました。（拍手） 

終わり 

 

 
お 知 ら せ 

 
 

 警察官に対する具体的な支援事件 

＜窪内孝志さん＞ 

 行政不服申立事件／高知県人事委員会事件 

 ４月 22 日、窪内さんの上申書（自白）作成

に立ち会っていた監察課の警察官と、贈賄側の

親族の取調べを担当した警察官の証人尋問があ

りました。監察では、公安委員会に提出されて

いる風俗営業店の経営許可証の名義人さえ確認

していませんでした。他方、捜査担当警察官は、

名義上の経営者から１度も事情聴取をせず、経

理を手伝っていた女性の事情聴取はしたものの、

供述調書を１通も作成していないことが判明し

ました。贈収賄事実がねつ造であることがほぼ

確実になりました。 

 次回期日は６月 12 日午後２時

から。捜査担当の警察官２名の証

人尋問が決まりました。証人尋問

は山場です。 

 

 一昨年６月に送検されていた贈収賄事件は今

年１月末に、被疑者を１度も取り調べないまま、

起訴猶予処分で終わっていました。人事委員会

で贈収賄事実を争っていることは、高知地検に

事前に通告していたのに、です。まるで、触ら

ぬ神にタタリなし、です。 

 

 贈賄側とされた会社経営者が提出していた虚

偽公文書作成罪の告訴（警察ネットニュース第

８号１頁右下部分の記事参照）は、告訴人に対

する事情聴取を１度もしないまま、同時期に、

「嫌疑不十分」（高知新聞）で不起訴になってい

ました。「嫌疑なし」でないところが、検察のさ

さやかな正義感でしょうか。 

 

＜仙波敏郎さん＞ 

 警乗手当請求訴訟／松山地裁 
３月 18 日の証人尋問では仙波さんのかつて

の同僚隊員が証言。会計文書上、約 120 回（平

成 12 年度）行われていたはずの警乗のうち１

回の体験を証言。他の隊員４人は全員出廷拒

否！ 
次回は５月 20 日午前 10 時。時間切れで中断

していた元鉄道警察隊長・鈴木五朗の証人尋問

の続きです。 
 

 国家賠償請求訴訟／高松高裁 

 ４月 25 日の第２回口頭弁論で、県警側が一審

で採用されなかった、事件に直接関係のない仙

波さんのかつての上司を証人申請。採否は次回

期日（６月 20 日午後３時）。 

 

 
 

2008 年 1 月 1 日から 3 月 31 日現在までのカ

ンパの延べ人数は２人、総額は 24,000 円でし

た。 
警察ネット発足後から現在までのカンパ延

べ人数は 166 人、総額 4,445,160 円となりまし

た。ありがとうございました。 
カンパの使途は、主に各地で開かれる市民集

会や支援事件の弁護団の交通費・宿泊費などで

す。 
これからもカンパをお願いします。 

 
 
 
 
※ 賛助会員会費（6,000 円）のお振込の場合

は、払込取扱票の通信欄に「会費として」とお

書きください。カンパをお振込される場合は、

「カンパとして」とお書きください。 
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